
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

　保護者、教職員については、肯定的な意見が多く
今後も学校のきまり見直しを中心に取組を継続して
いく。また、児童においても肯定的意見が多く７０％
程度の状況である。当事者である児童生徒が学校、
地域社会に自ら貢献できていると感じることができる
よう、地域の方々と連携した取組を一層進めていく必
要がある。
　今後、「校則見直し」での取り組みをさらに改善し、
児童自身が自分ごととして考え、実践していけるよう
努めていく。

令和７年度 学 校 評 価
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考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進
学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組ん

でいると思いますか。

 3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進

【1豊かな心と健やかな体を育む教育の推進】では、児童生徒
と教職員の肯定的意見の割合はほぼ同じだったが、保護者
からの肯定的意見の割合が少し少ない結果になっている。こ
のことから、授業等の学校での教育活動は十分に行われて
いるが、その様子が保護者に伝わっていないと予想される。
来年度は、今まで以上に家庭と連携して心かがやけ月間や
親子道徳、長期休業等での体づくり・生活習慣づくりに取り組
む必要がある。
 　今後、「こころかがやけ月間」での取組をさらに工夫改善
し、道徳科における学びと生活体験を重ね、児童が道徳的実
践意欲をさらに高めることができるよう努めていく。
【2 自ら学びに向かう力をはぐぐむ教育の推進】では、肯定的
意見の割合が全体で８０％を超えている。保護者と教職員で
は９０％以上が「自ら取り組める授業づくり」を行っていると評
価している。児童の結果から、「自ら取り組める」と実感できて
いるか否かの個人差があることが分かる。講義型ではなく、
「自分で考えたくなる授業づくり」を今後も推進していく。

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。
学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共に

学び合っていると思いますか。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。
学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学

びに生かすような授業ができていると思いますか。

　個別最適な学びについて、「そう思う」「どちらかといえ
ば、そう思う」と回答しているのが80％あるいはそれ以
上となり、保護者と教職員は昨年度より10％ほど伸びて
いる。授業スタイルが大きく変わってきている。教職員に
ついては、校内研修などを通して、個別最適な学びにつ
いてさらに研修を深めていく。また保護者に対しては、
学級通信や学校HPを通して、学校の情報を発信してい
くことが必要である。
　協働的な学びについては、保護者と児童が90％、教
職員の100％が「できている」と感じている。ここも昨年度
より高い評価となった。ただ、「対話」のあり方や質につ
いては職員も児童も学ぶ必要があると感じている。「自
分に生かすことができるまでに高められているか」という
意識を高く持って授業づくりをしていかねばならない。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進
6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実  7 インクルーシブ教育の推進

・保護者や児童の約１５％は「そう思わない。わから
ない。」と回答していることから、学校の取組が十分
伝わっていないように思われる。
・児童向けの「みんなちがってみんないい」の啓発授
業の継続と保護者には情報発信を行い理解促進を
図る必要がある。誰もが安心して相談できる教育環
境づくりや学年、学校全体で丁寧な保護者対応をし

   ていきたい。
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（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備
学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。
学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進め

ていると思いますか。

・安全教育の取組について、「そう思う」「どちらかと
いえば、そう思う」の割合が９０％という高い結果で
あった。安全点検や避難訓練を日頃から意識づけ、
安全計画に基づいて行っている成果だと捉えてい
る。今後も継続して取組を推進していく。
・地域や家庭と連携した教育環境の推進について
は、肯定的な意見の割合が８０％であり、去年よりも
肯定的な意見の割合が増えた。年間計画に沿って、
地域や行事の中で地域人材・教材の積極的な活用
を図っていった結果であり、今後も活用していきたい
と考えている。実践内容については学校HPを活用
し、積極的に発信していく。

〇主体的に考え行動する力を育む教育の推進については、学校教育目標の実現に向け、各教科や行事等の改善を図っていく。特に「豊かな心の育成」については、道徳教育を中
心に、保護者との連携を深めながらその推進に当たっていく。
〇こども一人一人を尊重した教育の推進については、保護者から学校の取組に対する高い評価を得ている。また、こども自身も授業の充実を実感している結果となっている。今後
も個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図るべく、ICTの活用・主体的で対話的な授業づくりのための校内研修を継続し、授業改善を推進する。
〇最適な教育環境の整備については、避難訓練をはじめ安全に関する高い評価を得ている。防災教育については、改善の余地がある。家庭や地域と連携した教育活動の推進を
充実させていく。
〇こどものいのちの権利の擁護については、児童・保護者の意見を真摯に受け止め、迅速で適切な児童・保護者対応やチームでの対応を更に推進していく。また相談体制の充実
も図っていく。

小 中 学 校 関 係 者 評 価

○児童・教職員ともにICTを自然に活用しており、学習の質向上につながっている。ICTが授業に無理なく組み込まれ、子どもたちの主体的な学びが促進されている。
○教職員が穏やかで温かい雰囲気をつくっており、児童が落ち着いて学習に臨める環境が整っている。児童と教師の良好な関係性が学校全体の安定につながってい
る。
○校内の環境整備が行き届き、掲示物や作品展示にも工夫があり、教育的雰囲気が高く、学ぶ環境が丁寧に整えられている。
○一部保護者の意見が厳しく感じられるが、教職員の努力や学校の良さが十分に伝わっていないことが課題である。授業を見た際、児童の表情や雰囲気は非常によ
く、教師の姿勢も前向きであることが確認できた。今後は、授業参観・懇談会、ホームページ、すぐーる等による情報発信の工夫が必要である。

Challenge
田迎南小の子どもは、自分ができることを、一つずつ増やしていくよう頑張って

いると思いますか。

　保護者・児童生徒・教職員全てにおいて肯定的な
回答が９割を超えていて、昨年度の結果より高くなっ
ている。これは、児童の意識が高まっているととも
に、学級通信・学校行事・授業参観等を通して学校
の取組を継続的に発信してきた成果であると捉えて
いる。今後も、児童自身が達成感を味わい、成長を
実感できる活動を積極的に取り入れていく。また、保
護者・地域への発信にも更に力を入れ、連携を深め
ていく。

来 年 度 の 具 体 的 な 取 組 に つ い て

 南っ子あいさつができていると感じる児童が80％近
くいる一方で、教職員は50％ができていると感じてお
り、児童と教職員で感じ方が大きく開いていることが
わかる。挨拶のモデルをつくり、学校で統一した挨拶
の仕方を広め、推進していく。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり
学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

学校教育目標の実現（３C）

Communication Creation/Communication
田迎南小の子どもは、南っ子あいさつ（立ち止まって、おじぎをして、笑顔であ

いさつ）ができていると思いますか。
田迎南小の子どもは、みんなで力を合わせて（協力して）、いろいろな

活動をしていると思いますか。

　５割の教職員が「こどもや保護者が相談しやすい学
校づくりに取り組んでいる」という評価をしているのに
対し、保護者は３割、児童生徒は４割ほどであった。
保護者・児童生徒においては、「そうでない」との回
答が１割程ある。来年度は、委員会活動、校則見直
しにおいて、児童の意見を反映させるような取組にさ
らに力をいれていきたい。また、スクールカウンセ
ラー、心のサポート相談員など相談窓口の周知を徹
底してきたい。
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